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国際グループ　ＡＳＰＡＣ準備会議事業計画（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：齋藤　秀和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長：三沢　慶洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副議長：佐藤　貴博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室　　　長：安藤　太一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括幹事：近藤　英雄

【会議主旨】
　「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を目指す私たちの夢の実現へ向け、ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ香港大会では２０１４年開催地の国際ＢＩＤ権（招致権）が決議されます。その獲得に向け、国際的な感覚をもって新たな成長に挑戦し、視野を広げて、メンバー全員がベクトルを合わせて共に行動しなければなりません。

　そのためには、これまで先輩諸兄から脈々と引き継がれた伝統と、自らの経験や価値観に自信と責任とを持ちながらも、今後はソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）などを活用し、行政や企業、さらには市民の皆さまにＪＣだからこそできる国際交流を発信して身近に感じていただき、新たな「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の可能性を導き出します。また、グローバルスタンダードを推進するため、海外姉妹ＪＣの四維ＪＣ（台湾）、香港シティ・レディＪＣ（香港）との、より深い関係の構築は不可欠と考えます。本年はＪＣＩ ＡＳＰＡＣが香港で、ＪＣＩ 世界会議が台湾で開催される機会の中、この交流は私たちの夢を強く思い描くことのみならず、未来志向な関係の構築ができると確信します。併せて、３・１１における諸外国からの多くのご支援に感謝すべく東北の想いを山形がアジア一円に「日本の元気」として発信します。

　強い絆で結ばれた山形ＪＣの揺るぎない「決意」へ、私たちは正面から向かい合い、挑み、励まし合い、人のつながりを大切にし、このグローバル時代に対応できる「国際力ある」ＹＡＭＡＧＡＴＡを創造します。
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【室長意見】

本年のＪＣＩ ＡＳＰＡＣ香港大会でいよいよ国際ＢＩＤ権の獲得に挑みます。山形ＪＣの夢が明確な目標に近づくこの大会へ、ＬＯＭメンバー全員が参加できるよう情報の共有を図っていくことが必要です。また山形大会の開催は山形ＪＣだけで成しえるものではなく山形ブロック協議会・地区協議会・日本ＪＣとの連携も必要です。山形大会の開催を広くＰＲすべく各種大会において積極的なＰＲ活動を行っていきます。ＡＳＰＡＣ準備会議かＬＯＭの先陣を切り「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の創造へ向け邁進していきます。

１２月　５日（月）　第５回役員予定者会議にて審議

